
～scientia～とは、ラ
テン語で

“science”の語源とな
った言葉です。

科学の基は“なぜだ
ろう！？”と思う

人間の好奇心から始
まっています。

そんな科学の基本に
戻るという

意味を込めて～scien
tia～という

サイエンスカフェを開
催します。

素朴な疑問を大事に
、サイエンスを

気楽に楽しむイベント
です！

スキエンティア

スキエンティア

申し込み方法
（メールまたはFAXにて）

①氏名（参加者全員分）　②連絡先（当日連絡がつく番号）　③大人又は学生（学年まで記載）　
④このイベントをお知りになったきっかけ
以上をご記入の上、メール、またはFAXにてご連絡ください。こちらからの返信をもって予約完了となります。

主催│一般財団法人 茨城県科学技術振興財団
〒305-0032 茨城県つくば市竹園2-20-3（つくば国際会議場内）

T E L  029-863-6868（平日9：00 ～ 17：00）
F A X  029-861-1209
E-mail  kagaku@i-step.org

2018
日　　時：平成30年3月17日（土）　　　　　16:00 ～ 17:45（15:45受付）募集定員：先着40名（中学生以上）参 加 費：500円（お茶とお菓子付き）場　　所：レストラン　エスポワール　　　　　（つくば国際会議場内1F）　　　　
“ありのまま”に行動したとき，急なアメに見舞われたとしたら・・・・もちろん、トナカイも雪だるまも助けてはくれません！
様々な異常気象がニュースに多く登場する昨今の環境の変化。行楽シーズン、より上手に行動するには情報が欠かせません。
今回は、ゲリラ豪雨や雷の観測・予測を研究し、科学的なデータを基にした、天候による被害を受けないための情報公開を進めている講師の方をお招きし、気象についての講義や、ミニ実験を観察します。

また、グループワークショップでは、昨年の夏に世田谷で実際にあった花火大会の中止事例について、仮想実証してみます。
その時、“あなたならどうする？”を、『アメ』と『雷』の『情報』とともに、一緒に考えてみませんか？

講　師：国立研究開発法人　防災科学技術研究所　　　　気象災害軽減イノベーションセンター
　　　副センター長  岩波　越　先生

 他数名
【プログラム】

・ゲリラ豪雨などの気象についての講義（30分）・天候情報による
　　行動シミュレーションワークショップ（60分）・質疑応答（15分）

アメと雷の情報
～花火大会に
　　　行きたいんだけど～
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第2回目


